
            会 議 録               八王子市立第六中学校 

会 議 名 第１回 「青雲の学舎」づくり推進協議会 

日   時 平成１９年４月１４日 (土)  ９時００分 ～ １１時２０分 

場   所 第六中学校図書室 

委  員 

協議会委員 

町田委員、岩木委員、石母田委員、黒沢委員、澁澤委員、伊藤委員、 

遠藤委員、小島委員、齊藤委員 

学校評議員 

 杉浦委員、白石委員、永井委員、西川委員、森委員、関口委員 

承 認 者 協議会委員９名 

説 明 者 第六中学校（齊藤校長、橋本副校長、久保寺主幹、池田主幹、岩崎主幹） 

出 

席 

者 

事 務 局 
第六中学校職員 

（橋本副校長、上原課長補佐、久保寺主幹、池田主幹、岩崎主幹） 

欠  席  者  

議   題 

１ 承認事項 

 ・学校運営協議会会議要項の設置等について 

 ・会長、副会長の選出について 

 ・平成１９年度学校経営方針ならびに平成１９年度教育課程および 

学校組織について 

２ 確認事項 

 ・学校運営協議会年間スケジュール（予定）について 

３ 協議事項 

 ・学力の向上にかかわる情報の共有化について 

 公開・非公開の別  公開・一部非公開・非公開  

 非公開理由  

 傍聴人の数              １人 

 

 配付資料名 

・第１回学校運営協議会次第  ・学校運営協議会会議要項 

・平成１９年度学校経営方針  ・平成１９年度教育課程について（届） 

・平成１９年度経営方針および教育課程補助資料 

・学校運営協議会年間スケジュール（予定） 

・「学力の向上にかかわる情報の共有化について」に関する補助資料 

 会議の内容 

○ 学校運営協議会委員、学校評議員、事務局の紹介 

  ・齊藤校長のあいさつ 

  ・自己紹介による、各委員および事務局の紹介がありました。 

１ 学校運営協議会委員委嘱について 

＜八王子市教育委員会 学校運営協議会委員任命＞ 

・学校教育部石垣部長より各委員に委嘱状が渡されました。 

２ 協議事項 

 （１）学校運営協議会会議要項の設置等について 

・別紙資料『学校運営協議会会議要項（「会議録の作成要領」、「傍聴申請に

あたって」を含む）』について齊藤校長より説明がありました。 

○異議なく同意多数により、当議題が承認されました。 

 （２）会長、副会長の選出について 

・学校運営協議会会議要綱（以下「要綱」）３―（３）の規定により、齊藤校

長の協議会進行のもと、会長、副会長の互選を行いました。 

・要綱３－（２）の規定により同意多数で指名推薦の方法によることとし、委

員より会長に町田委員、副会長に黒沢委員の指名推薦がありました。 

○異議なく同意多数により、町田会長、黒沢副会長が選出されました。 

・町田会長、黒沢副会長より就任のあいさつが行われました。 



 会議の内容 

 （３）平成１９年度経営方針並びに教育課程及び学校組織について 

・別紙資料『平成１９年度学校経営方針』について齊藤校長より説明がありま

した。また、経営方針、教育課程届等について、次年度（２０年度）より前

年度内に承認をお願いするとの話もありました。 

○異議なく同意多数により、当議題が承認されました。 

・別紙資料『平成１９年度教育課程について（届）』、『平成１９年度経営方

針および教育課程補助資料』、『学校組織』について、齊藤校長、久保寺主

幹、池田主幹、岩崎主幹より説明がありました。 

○異議なく同意多数により、当議題が承認されました。 

（４）学校運営協議会年間スケジュール（予定）について 

  ・別紙『学校運営協議会年間スケジュール（予定）』について、齊藤校長より

説明、確認がありました。 

 （５）学力の向上にかかわる情報の共有化について 

  ・齊藤校長より、学力の向上に向け組織、内容を含め、どのように取り組めば

よいか、また「学力」に対する各委員の考えを聞きたいという旨の発言があ

り、議論が交わされました。その前段として久保寺主幹より、平成１８年度

八王子市学力定着度調査結果の内容と分析が報告されました。    

  ・齊藤校長より学校組織の中に位置づけられている「学力向上プロジェクトチ

ーム」に、運営協議会委員も加わってくれるよう要請がありました。また、

委員からは、その会議の開催日と回数についての質問や、平日の出席は難し

いので土日に設定してほしいという要望がありましたが、詳細については校

内職員とも検討し次回以降に報告すると齊藤校長の回答がありました。 

  ○以下に当議題における発言内容の要旨（一部）を記します。 

   ①六中の学力の実態・様子、学力調査の結果について 

・学習態度は良好で意欲は高いが、家庭学習の習慣が身についていない。 

・積極性に何かをやろうという意欲が低いのではないか。 

    ・子供の生活が、消費社会の一部になってしまっているのかもしれない。

消費生活的な家庭環境を変えていく必要がある。 

    ・学力の実態を保護者に知らせるべく、ＰＴＡ、地域を中心に啓蒙的な活

動を行っていく必要がある。家庭学習を含め家庭教育について、保護者

会等で講演し、様々な情報を伝えていくことが大切である。 

・家庭学習については、生徒の意欲を満たすような具体的で達成感のある

課題を学校が用意、提示したらどうか。 

・授業態度良好で通塾者が少ないという傾向であるのなら、授業の質がよ

り問われる。教員の研究授業などの研修をさらに深めてほしい。 

・朝、１０分間の読書の時間を設けているのはすばらしいことだ。 

    ・学区にある全ての小学校との結びつきを強めた方がよいのではないか。 

 ・学力向上に向けた様々なプランについて、学校には頑張ってほしい。 

②「学力」に対する考え 

    ・「自らすすんで学ぶ」という力をつけるには、低下している「自己表現

力」を高めるべきである。「学んだ力（知識）」だけでなく「学ぶ力 

（意欲、表現等）」を高めることが必要だと思う。 

    ・「学力の高い学校」とは、いわゆる「いい学校」に多く入ることか、全

員が上級学校に進学することか、またそれ以外なのか。 

・学力を二次元で考え縦軸を「学習の習熟度」とした時、横軸を何と設定

するのかが「学力」の概念を決める第一歩だ。今後の話し合いのポイン

トとしたい。 

３ 連絡事項 

 ・次回開催について  ５月１２日（土）９時より開会 

会議録確認者   平成１９年 ４月１６日（月）確認者氏名 学校運営協議会長 町田 貞修  


